
平成２５年度科研費（補助金分・基金分）の配分状況等について（概要）

（Ⅰ）科研費制度について

○ 科学研究費助成事業（科研費）（以下「科研費」という）は、人文・社会科学か

ら自然科学まで全ての分野にわたり、基礎から応用までのあらゆる独創的・先駆的

な「学術研究（研究者の自由な発想に基づく研究）」を対象とする「競争的資金」

です。

専門分野の近い複数の研究者による審査である「ピア・レビュー」という方式に

よって、科学技術・学術審議会学術分科会科学研究費補助金審査部会や(独)日本学

術振興会科学研究費委員会の審査を経て、その配分が決定されています。

○ 科研費は、研究テーマや研究の深まりに応じた応募が可能となるよう、研究期間

や規模により、様々な応募区分（研究種目）を設定しています。このうち、研究者

個人や複数の研究者のグループによる研究を対象とするものを特に「科学研究費」

と呼んでいます。

○ 「科学研究費」を構成する研究種目のうち、「基盤研究（Ｃ）」、「若手研究（Ｂ）」、

「挑戦的萌芽研究」の新規採択課題については平成２３年度から、「基盤研究（Ｂ）」、

「若手研究（Ａ）」の一部（研究費総額のうち５００万円まで）については平成２

４年度から、研究の進展に合わせた研究費の使用が可能となる、学術研究助成基金

助成金制度により助成しています。

○ 従来の補助金制度によるものは「科研費（補助金分）」、学術研究助成基金助成金

制度によるものは「科研費（基金分）」として一体的に取扱い、あわせて「科研費」

と呼んでいます。



【表１ 科研費の研究種目】

研 究 種 目 等 研  究  種  目  の  目  的  ・  内  容

科学研究費

特別推進研究  ※ 国際的に高い評価を得ている研究であって、格段に優れた研究成果をもたらす可能性のある研究

（期間３～５年、１課題５億円程度を目安とするが、上限、下限とも制限は設けない）

特定領域研究　  我が国の学術研究分野の水準向上・強化につながる研究領域、地球規模での取り組みが必要な研究領域、社会

的要請の特に強い研究領域を特定して機動的かつ効果的に研究の推進を図る 

（期間３～６年、単年度当たりの目安１領域　２千万円～６億円程度）

新学術領域研究 （研究領域提案型）研究者又は研究者グループにより提案された、我が国の学術水準の向上・強化につながる

　　　　　　　　　新たな研究領域について、共同研究や研究人材の育成等の取り組みを通じて発展させる

　　　　　　　　　（期間５年、単年度当たりの目安１領域　１千万円～３億円程度）

基盤研究　※ （Ｓ）１人又は比較的少人数の研究者が行う独創的・先駆的な研究

　　　　　　　　　　　　　（期間原則５年、１課題 5,000万円以上２億円程度まで）

（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）１人又は複数の研究者が共同して行う独創的・先駆的な研究

　　　　　　　　　　（期間３～５年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             (A)　 2,000万円以上 5,000万円以下

　　　　　　      　　（応募総額によりＡ・Ｂ・Ｃに区分）      ★ (B)　　 500万円以上 2,000万円以下 

　               　　　　　　　　　　　　　　　          　   ☆ (C)　　　　　　　　　 500万円以下

挑戦的萌芽研究 ※ 独創的な発想に基づく、挑戦的で高い目標設定を掲げた芽生え期の研究

（期間１～３年、１課題  500万円以下）☆

若手研究  ※ （Ｓ）４２歳以下の研究者が１人で行う研究（期間５年、概ね3,000万円以上１億円程度まで）

（Ａ）（Ｂ）３９歳以下の研究者が１人で行う研究

　　　　　　（期間２～４年、応募総額によりＡ・Ｂに区分） 　　 ★(A)500万円以上3,000万円以下        

　　　　　　                                       　　　　　 ☆(B)             500万円以下　

研究活動スタート支援 

 ※

研究機関に採用されたばかりの研究者や育児休業等から復帰する研究者等が１人で行う研究

（期間２年以内、単年度当たり150万円以下）

奨励研究  ※ 教育・研究機関の職員、企業の職員又はこれら以外の者で科学研究を行っている者が１人で行う研究

特別研究促進費 緊急かつ重要な研究課題の助成

研究成果公開促進費

研究成果公開発表  学会等による学術的価値が高い研究成果の社会への公開や国際発信の助成

国際情報発信強化  ※ 学協会等の学術団体等が学術の国際交流に資するため、更なる国際情報発信の強化を行う取組への助成

学術定期刊行物  ※ 学会又は複数の学会の協力体制による団体等が、学術の国際交流に資するために定期的に刊行する学術誌の助

成

学術図書  ※ 個人又は研究者グループ等が、学術研究の成果を公開するために刊行する学術図書の助成

データベース  ※ 個人又は研究者グループ等が作成するデータベースで、公開利用を目的とするものの助成

特別研究員奨励費  ※ 日本学術振興会の特別研究員（外国人特別研究員を含む。）が行う研究の助成　（期間３年以内）

注１）※印の研究種目の審査は、日本学術振興会が行っています。

注２）平成２０年度公募から、「特定領域研究」の「新規の研究領域」の新規募集は行っていません。

注３）平成２２年度公募から、「若手研究（S）」の新規募集は行っていません。

注４）平成２５年度公募から、「学術定期刊行物」の新規募集は行っていません。

注５）☆印の研究種目は、平成２３年度から基金により実施しています。

注６）★印の研究種目は、平成２４年度から一部基金により実施しています。



（Ⅱ）平成２５年度の科研費の予算の状況について

○ 科研費の予算額は平成２３年度に、科研費の一部基金化や一部研究種目の予算の

拡充により、対前年度６３３億円増（約３１.７％増）の２,６３３億円と大幅に拡

充されました。なお、この中には、平成２４年度以降の研究費として執行予定分（約

４２９億円）が含まれており、当該年度の助成額は２，２０４億円でした。

○ 平成２５年度の予算額は、２，３８１億円で、対前年度１８５億減（約７.８％

減）となりましたが、助成額ベースで見ると対前年度１１億円増（約０.５％増）

の２，３１８億円になっています（図１）。

【図１ 科研費の予算額・助成額の推移】※平成２２年度までは予算額と助成額は同額。

年度 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

予算額
(億円) 824 924 1,018 1,122 1,179 1,314 1,419 1,580 1,703 1,765 1,830 1,880 1,895 1,913 1,932 1,970 2,000 2,633 2,566 2,381

対前年度
伸び率(%) 12.0 12.1 10.2 10.2 5.1 11.5 8.0 11.3 7.8 3.6 3.7 2.7 0.8 0.9 1.0 2.0 1.5 31.7 -2.5 -7.8
助成額
(億円) - - - - - - - - - - - - - - - - - 2,204 2,307 2,318

対前年度
伸び率(%) - - - - - - - - - - - - - - - - - - 4.7 0.5



（Ⅲ）科学研究費の平成２５年度応募・採択の状況について（資料１～３）

＜応募・採択状況＞

○ 科学研究費の平成２５年度（４月現在）の新規応募件数は９万１，６２６件で、

前年同期の８万６，８７４件より４，７５２件増加しています。

○ 平成２５年度（４月現在）の新規採択件数は２万５，１５１件で、前年同期の

２万４，６７３件より４７８件増加しており、新規採択率は２７.４％で、前年同

期の２８.４％よりやや低下しています。

○ 平成２５年度より「若手研究（Ｂ）」については、研究計画が新興・融合的で、

複数の分野での審査を希望する場合に、審査希望分野として二つの細目を選択でき

るようにしましたが、複数細目を選択したのは「若手研究（Ｂ）」の応募者のうち

の２０．８％（４，２１９件）で、採択件数は１，２５２件（新規採択率２９．７

％）でした。

○ 今後、「特別推進研究」、「新学術領域研究（研究領域提案型）」、「基盤研究（S)」、

「研究成果公開促進費」の一部、及び「研究活動スタート支援」の研究課題（新規

採択分）の配分結果が加わります。

＜配分額＞

○ 科学研究費の平成２５年度（４月現在）の新規採択分の配分額（直接経費）は約

５６０億円で、前年同期（約５６６億円）に比べ約６億円減少していますが、新規

採択分と継続分を合わせた配分額（直接経費）は約１,５７０億円で、前年同期

（約１,５５０億円）より約２０億円増加しています。また、直接経費と間接経費

を合わせた配分額は新規採択分で７２７億円、継続分と合わせると約２，０３９億

円となっています。

○ １課題当たりの平均配分額について見ると、平成２５年度（４月現在）の新規採

択分は２２２万６千円で、前年同期（２２９万６千円）より７万円低くなっていま

す。また、新規採択分と継続分を合わせた平均配分額は２２２万５千円で、前年同

期（２２８万１千円）より５万６千円低くなっています。

○ 平成２３年度より基金化された３研究種目の新規採択分について見ると、１課題

当たりの研究期間全体での平均配分額（直接経費）は、３１９万８千円となってお

り、昨年よりも１２万９千円低くなっています。



（Ⅳ）科学研究費に関する研究機関種別の状況について（資料４～５）

○ 科学研究費の「応募件数・採択件数」及び「応募額・配分額」について、研究者

が所属する研究機関種別の割合（新規）を見ると、昨年度と同様、国立大学、私立

大学、その他、公立大学の順となっています（図２）。

この状況は、継続分を含めた場合も同様です。

【図２ 研究者が所属する「研究機関」種別に見た応募・採択の状況（件数・額）】(新規)

（注１）平成２５年度科学研究費のうち、特定領域研究、新学術領域研究（研究領域提案型）（継続領域）、基盤研究（A、B、C）、

挑戦的萌芽研究、若手研究（A、B）の研究課題（新規採択分）の当初配分について分類したものである。

（注２）四捨五入の関係上、合計と内訳の数値が一致しないことがある。

○ 研究機関種別のシェアは固定的ではありません。採択件数（新規＋継続）の推移

について見ると、最近５年間で国立大学が占める割合は５８．５％から５６．０％に

低下する一方、私立大学は２３．３％から２５．８％に上昇しています（図３左）。

配分額の推移についても、ほぼ同様の傾向が見られます（図３右）。



【図３ 研究者が所属する「研究機関」種別に見た配分状況の推移】(新規＋継続)

（注）平成２５年度科学研究費のうち、特別推進研究、特定領域研究、新学術領域研究（研究領域提案型）（継続領域）、基盤研

究（S、A、B、C）、挑戦的萌芽研究、若手研究（S、A、B）及び研究活動スタート支援の研究課題（新規採択＋継続分）

の当初配分について分類したものである。（特別推進研究、新学術領域研究（研究領域提案型）（新規領域）、基盤研究（S)、

研究活動スタート支援の新規課題及び奨励研究を除く）

○ なお、大学教員数と応募件数との比率について見ると、国立大学及び公立大学は

教員数に比べて応募件数が多く、科研費による研究に積極的に取り組む傾向が見ら

れます（表２）。

【表２ 大学教員数と科研費への応募件数】（新規＋継続）

区 分 大学教員数 応募件数 比率

（①） （②） （②／①）

国立大学 62,825 68,972 109.8%

公立大学 12,876 10,354 80.4%

私立大学 101,869 38,671 38.0%

計 177,570 117,997 66.5%

（注１）平成２５年度科学研究費のうち、特別推進研究、特定領域研究、新学術領域研究（研究領域提案型）（継続領域）、

基盤研究（S、A、B、C）、挑戦的萌芽研究、若手研究（S、A、B）及び研究活動スタート支援の研究課題（新規

採択＋継続分）の当初配分について分類したものである。（特別推進研究、新学術領域研究（研究領域提案型）（新

規領域）、基盤研究（S)、研究活動スタート支援の新規課題及び奨励研究を除く）

（注２）「大学教員数」は「平成２４年度学校基本調査」による。



（Ⅴ）研究分野別に見た応募・配分状況等について（資料６）

＜分野別＞

○ 平成２５年度（４月現在）の科学研究費の新規採択件数を分野別に見ると、全体

の約半分（４９.２％）を生物系が占めており、残りの約５分の３（２８.３％）を

理工系、約５分の２（１９.０％）を人文・社会系が占めています（図４左）。この

状況は、継続分を含めた場合もほぼ同様です。

○ これに対し、新規採択分の分野別配分額は、生物系が４７．９％、理工系が３６．３％を

占めているのに対し、人文・社会系が占める割合は１２.４％であり、人文・社会

系の場合、理工系や生物系に比べて、比較的少額の研究計画が多く採択されている

ことが伺えます（図４右）。この状況は、継続分を含めた場合もほぼ同様です。

【図４ 分野別の採択件数・配分額】（新規）

（注１）平成２５年度科学研究費のうち、特定領域研究、新学術領域研究（研究領域提案型）（継続領域）、基盤研究（A、B、C）、

挑戦的萌芽研究、若手研究（A、B）の研究課題（新規採択分）の当初配分について分類したものである。

（注２）若手研究（B)の審査希望分野として二つの細目を選択した課題の分野については、按分によりカウントしている。

（注３）四捨五入の関係上、合計と内訳の数値が一致しないことがある。
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